
Title 『観音冥応集』の性格と研究の課題

Author(s) 山崎, 淳

Citation 語文. 2008, 90, p. 1-10

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/69102

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



『観
音
冥
応
集
』
の
性
格
と
研
究
の
課
題

は
じ
め
に

蓮
体

（寛
文
三
～
享
保
十

一
年

。
‐６６３
～

‐７２６
）
は
ヽ
河
内
に
生

Ｔま
「
、
庶
民

教
化
に
尽
力
し
た
真
言
僧

で
あ
る
。
そ
の
編
著
、
『
観
音
冥
応
集
』
（以
下

『
冥
応
集
し

六
巻
十
二
冊
は
、
近
世
仏
教
説
話
の

一
大
宝
庫

で
あ
り
、
古

（３
）

代

。
中
世
説
話
の
近
世
に
お
け
る
展
開
を
探
る
格
好
の
資
料
で
も
あ
る
。
後

世
に
与
え
た
影
響
も
大
き
い
。

こ
の

『
冥
応
集
』
に
つ
い
て
は
、
平
成
１８
年
に

『
宝
永
版
本

観
音
冥
応

（
５
）

集

本
文
と
説
話
目
録
』
（以
下

『宝
永
版
本

観
音
冥
応
集
し

が
刊
行
さ
れ
、

（６
）

全
文
の
通
覧
が
可
能
と
な

っ
た
。
稿
者
は
、
同
書
の

「
解
説
」
を
担
当
し
た

が
、
紙
数
の
関
係
上
、
基
礎
的
研
究
と
し
て
触
れ
る
べ
き
多
く
の
点
を
割
愛

し
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
い
く

つ
か
の
観
点
か
ら
、
改
め
て

『
冥
応
集
』

の
性
格
を
浮
き
彫
り
に
し
、
あ
わ
せ
て
研
究
上
の
課
題
を
提
示
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。

山

崎

一澤

鶉

平

工繊

版 ‐こ
婆

紳

許

靱

ゞ

熟
製

熱

亦

（
刊

評

十
四
年

［‐７２９
］
刊
）
に
よ
れ
ば
、
『
冥
応
集
』
は
前
集
と
後
集
か
ら
成
る
。

実
際
、
『
冥
応
集
』
巻
四
内
題
下
に
は

「
後
集

一
」
と
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

巻

一
～
三

（前
集
）
が
宝
永
二
年
刊
、
巻
四
～
六

（後
集
）
が
宝
永
三
年
刊

と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

次
に
、
『
冥
応
集
』
の
執
筆
動
機
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
蓮
体
は
、
『
冥
応

集
』
巻

一
「叙
」
の
冒
頭
で
、
「自
分
は

『
法
華
経
』
観
世
音
菩
薩
普
門
品

を
六
回
、
『
地
蔵
経
』
を
七
回
講
義
し
た
。
地
蔵
の
験
記
は
す
で
に
備
わ

っ

て
い
る
。
常
に
嘆
い
て
い
る
の
は
、
日
本
は
観
音
が
垂
逃
し
た
国
で
あ
り
、

そ
の
霊
験
が
非
常
に
多
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
記
録
の
集
成
が
な
い
こ
と

だ
」
と
い
っ
た
内
容
を
述
べ
て
い
る
。
観
音
説
話
集
を
世
に
出
す
こ
と
は
、

ま
さ
に
蓮
体
の
悲
願
だ

っ
た
と
い
え
る
。



蓮
体
が
特
に
普
及
に
力
を
入
れ
た
の
は
地
蔵

。
観
音
信
仰
で
あ
る
。
右
の

「叙
」
が
記
す
よ
う
に
、
「地
蔵

ノ
験
記
」
で
あ
る
蓮
体
編
の
地
蔵
説
話
集

『
破
石
集
』
は
、
元
禄
六
年

（
‐６９３
）
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の

は
、
そ
の

『
破
石
集
』
巻

一
第
２６
話
に
お
い
て

「
地
蔵

・
如
意
輪
観
音

一
体

（９
）

説
」
が
示
さ
れ
、
ま
た
、
同
書
巻

一

（全
二
十
二
話
）
に
、
五
話
の
観
音
説

話

（
こ
の
う
ち
第
２５
話
前
半
は
、
『
冥
応
集
』
巻
五
第
３３
話
に
転
用
）
が
収

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
破
石
集
』
成
立
の
時
点
で
、
観
音
説
話
集

が
す
で
に
構
想
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

成
立
に
関
し
て
は
、
巻
数
も
注
目
さ
れ
る
。
『
冥
応
集
』
は
全
六
巻
だ
が
、

予
定
で
は
長
谷
寺
説
話
に
充
て
る
二
巻
分
を
加
え
た
八
巻
だ

っ
た
。
こ
れ
は
、

巻

一
「
叙
」
の

「巻
重
リ
テ
六

ツ
七

ツ
八
葉
ノ
心
蓮

ヲ
開
シ
メ
玉

ヘ
ト
、
名

テ
冥
応
集
卜
云
」
（傍
線
山
崎
、
以
下
同
じ
）
や
、
コ
長
谷
寺
の
〕
霊
験
殊

二
多
ケ
レ
バ
、
末

ノ
ニ
巻

二
詳

二
記
ス
」
（五
４
。
以
下
、
巻
数

・
説
話
番

号
は
こ
の
形
で
示
す
）
と
い
っ
た
予
告
的
文
言
か
ら
判
明
す
る
。

最
終
的
に
六
巻
と
な

っ
た
点
に

つ
い
て
は
、
『
冥
応
集
』
巻
六
末
尾
に
、

「
此
集
、
雖
レ
可
レ
有
二
八
巻
ヽ
末
二
巻
頴
長
谷
寺
霊
験

也
。
現
以
レ
有
二
梓
行

本
ヽ
不
二
労

記
・焉
」
と
の
言
及
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
長
谷
寺
に
関
す
る

同
類
の
本
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
二
巻
分
は
取
り
や
め
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

長
谷
寺
関
係
の
書
と
し
て
は
、
『
長
谷
寺
霊
験
記
』
が
承
応
二
年

（
‐６５３
）
に

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
同
類
の
本
が
こ
れ
な
の
か
、
即
断
は
で
き
な
い
。
確
実

な
の
は
、
『
冥
応
集
』
の
長
谷
寺
特
集
巻
が
幻
に
終
わ

っ
た
と
い
う
こ
と
で

（
Ｈ
）

あ
る
。

も

っ
と
も
、
そ
の
二
巻
分
を
除

い
て
も
、
『
冥
応
集
』
に
は
百
九
十
二
話

（各
巻
冒
頭
の
目
録
に
基
づ
く
話
数
）
も
の
説
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。　
一

話
中
に
複
数
話
を
含
む
場
合
も
あ
り
、
実
際
の
話
数
は
さ
ら
に
多
い
。
『
冥

応
集
』
成
立
に
際
し
、
翌
日
門
品

ヲ
講
ズ
ル
事
六
回
」
（巻

一
「
叙
し

に
及

ぶ
蓮
体
の
許
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
説
話
が
蓄
積
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
　
配
列

「
今
此
冥
応
集

ニ
ハ
、
…
日
本
古
今
ノ
霊
応

ヲ
集
メ
テ
大
成
セ
ン
ト
欲
ス
」

（
一
１
）
と
あ
る
通
り
、
『
冥
応
集
』
は

一
大
観
音
説
話
集
と
な

っ
て
い
る
。

そ
の
初
め
の
部
分
、
す
な
わ
ち
巻

一
前
半
は
、
観
音
説
話
集
と
呼
ぶ
に
ふ
さ

わ
し
い
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
概
観
し
て
み
よ
う
。

一
１

・
観
自
在
菩
薩
本
説
ノ

2

（観
音
に
つ
い
て
の
参
考
文
献

・
引
用
文
献
）

六
観
音
八
大
観
音
ノ
事
附
名
号
一́多
種
ア
ル
事

（名
称
に
つ
い
て
）

梵
号
翻
名
等
ノ
事

（翻
訳
に
つ
い
て
）

37654

観
自
在
菩
薩
四
重
秘
釈
ノ
事

（奥
義
に

観
音
娑
婆
有
縁
殊
二
日
本
二
有
縁
ナ
ル

内
侍
所
ノ
事

聖
徳
太
子
ハ
即
チ
観
音
ナ
ル
事

［附
我
朝
観
音
形
像
始
メ
ノ
事
］

つ
い

て
）

日
本
と

観
音
と

の
関
係



一
８

ｏ
河
内
国
藤
井
寺
千
手
観
音
ノ
事
―
―
―
―
―
以
降
、
各
地
の
寺

院

・
観
音

の
縁

起

・
霊
験
諄

一
１
～
４
は
、
観
音
に
つ
い
て
の
概
説
で
あ
る
。
こ
の
概
説
が
終
わ
る
と
、

神
代
か
ら
の
日
本
と
観
音
と
の
関
係
が
説
き
起
こ
さ
れ
、
観
音
の
化
身
た
る

聖
徳
太
子
、
そ
の
時
代
に
作
ら
れ
た
日
本
最
初
の
観
音
像
へ
と
話
は
及
ぶ
。

そ
し
て
一
８
か
ら
は
、
日
本
各
地
の
観
音
霊
験
諄
や
寺
院
縁
起
が
具
体
的
に

展
開
し
て
い
く
。　
一
１
～
８
は
、
極
め
て
整
然
と
し
た
構
成
に
な
っ
て
い
る

（
‐２
）

と
い
え
よ
う
。
蓮
体
は
記
事
の
配
列
に
、
非
常
に
気
を
配
っ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

次
に
、
巻
四
を
例
に
し
て
、
説
話
配
列
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
『
冥

応
集
』
巻
四
前
半

（巻
四
本
）
で
は
、
中
山
寺
の
観
音
に
関
す
る
説
話
が
多

く
収
録
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
巻
四
前
半
の
う
ち
、
四
１
～
１３
の
簡
単
な
内

容
を
挙
げ
る

（関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
要
素
を
傍
線

。
四
角
囲
み
等
で
示

し
た
）。四

１
～
７
↓
摂
州
中
山
寺
の
十

一
面
観
音

（四
５
は
中
山
寺
の
秀
銀
の

話
。
四
６
、
７
は
光
明
真
言
の
利
益
。
四
７
は
馴
刻

の

話
）。

四
８
↓
前
半
の
舞
台
は
摂
州
。
光
明
真
言
の
利
益
。
あ
る
娘
の
病
気
は
、

期
妬
怨
念
の
鬼
の
所
為
。
後
半
は
、
明
妬
深
い
妻
が
登
場
。

四
９
↓
顔
周
心
が
な
い
大
内
義
隆
妻

・
貞
子
。

四
１０
↓
婉
周
深
い
北
条
政
子
。
追
放
さ
れ
た
頼
朝
の
愛
人

（妊
娠
中
）
、

住
吉
へ
の
途
次
、
雷
雨
甚
風
に
遭
う
が
、
狐
火
の
お
か
げ
で
無

事
出
産
命
Ш
国
の
感
応
）。

四
１１
↓
大
蛇
を
殺
し
た
男
が
怪
異
に
遭
う
。
中
山
寺
の
秀
銀
に
相
談
。

秀
銀
、計居出
を
―懺‐
悔
し
て
、
劇
酬
剖
の
観
音
と
口
圏
日
］に
祈
る

よ
う
男
に
勧
め
る
。

四
１２
↓
猫
神
の
祟
り
。
野
干
の
祟
り
。
野
干
が
武
士
を
恐
れ
逃
げ
る
。

四
１３
↓
漁
を
生
業
と
す
る
男
、
観
音
を
念
じ
て
洪
水
か
ら
助
か
る
。
劇

山
割
で
観
音
に
奉
仕
し
、
深
く
屈
箋
‐を‐
靴
職
」し
て
出
家
。

右
に
挙
げ
た
説
話
の
中
に
は
、
中
山
寺
の
観
音
に
関
連
し
な
い
も
の
も
あ

る
。
四
８
以
降
の
数
話
に
中
山
寺
は
登
場
せ
ず
、
四
１０
に
至

っ
て
は
、
場
所

が
住
吉
で
あ
る
上
に
地
蔵
説
話
で
あ
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
四
７
～
１０
が

「嫉
妬
」
公
一重
傍
線
）
、
四
１０
～
１２
が

「動
物
」
（波
線
）
の
要
素
で
共
通
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
四
１１
で
は
、
祈

る
対
象
と
し
て
、
観
音
の
み
な
ら
ず
閻
魔
天
も
挙
が

っ
て
い
る
。
周
知
の
如

く
、
地
蔵
と
閻
魔
は
同
体
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
で
、
四
Ｈ
と
地

蔵
説
話
で
あ
る
四
１０
と
の
連
結
が
よ
り
確
か
な
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
流
れ
の
中
、
中
山
寺
は
四
Ｈ
で
再
登
場
す
る
。
『
冥
応
集
』

巻
四
前
半
は
、
途
中
で
中
山
寺
か
ら
離
れ
て
い
く
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
説

話
中
の
要
素
の
連
結
に
よ
り
、
再
び
中
山
寺
に
帰

っ
て
く
る
配
列
で
あ
る
こ

と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
こ
の
配
列
に
よ

っ
て
、
『
冥
応
集
』
の
観
音
説
話
集

と
し
て
の
面
目
が
保
た
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。



巻
四
の
例
を
、
も
う

一
つ
挙
げ
て
お
こ
う
。
巻
四
後
半

（巻
四
末
）
冒
頭

二
話

の
題
目
は
、
「光
明
皇
后
、
玄
肪
僧
正
、
並

二
観
音

ノ
化
身
ナ
ル
事
」

（
四
１７
）
、
「
備
中
宝
泉
寺
ノ
観
音
ノ
縁
起
、
並

二
報
恩
大
師
ノ
事
」
（
四
１８
）

で
あ
る
。
と
も
に
観
音
説
話
で
あ
り
、
並
ぶ
こ
と
に
問
題
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
た
だ
、
光
明
皇
后
の
説
話
と
中
国
地
方
の
寺
院
に
関
す
る
説
話
と
の

間
に
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
そ
こ

で
取
り
上
げ
る
の
が
、
両
話
の
次
の
部
分
で
あ
る
。

ム
朝
廷
が
玄
肪
に
対
し
〕
ア
マ
リ
尊
敬
甚

シ
ケ
レ
バ
、
藤
原
ノ
広
嗣
ト

云
者
、
議
シ
テ
、
玄
肪
、
光
明
皇
后
卜
密
通
シ
玉
フ
ト
奏

ス
ル
ニ
、
…

（
四
１７
）

。
備
中
国
都
宇
郡
矢
部
村
日
差
山
宝
泉
寺

ハ
孝
謙
天
皇
ノ
御
宇

二
報
恩
大

師
ノ
開
基
ナ
リ
。
（
四
１８
）

四
１７
の
傍
線
部
は
、
玄
肪
と
光
明
皇
后
が
密
通
し
た
と
い
う
議
言
で
あ
る
。

四
１８
の
傍
線
部
に
よ
れ
ば
、
宝
泉
寺
の
開
基
は
孝
謙
天
皇
の
治
世
で
あ
る
。

孝
謙
天
皇
は
、
聖
武
天
皇
と
光
明
皇
后
の
娘
で
あ
り
、
時
間
的
連
続
が
こ
こ

に
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
孝
謙
天
皇

（称
徳
天
皇
）
と
い
え
ば
、
道
鏡

へ
の

寵
愛
が
想
起
さ
れ
る
。
四
１８
に
道
鏡
が
登
場
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
蓮
体

が
四
１７
の
後
に
１８
を
置
い
た
の
は
、
玄
肪
―
光
明
皇
后
、
道
鏡
―
孝
謙
天
皇

と
い
う
類
似
す
る
関
係
も
意
識
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
蓮
体
は
、
様
々
な
素
材
を
駆
使
し
、
説
話
を
緊
密
に
配
し
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
説
話
配
列
に
ど
の
よ
う
な
意
識
が

働
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
他
の
巻
も
含
め
、
さ
ら
に
考
察
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

（
‐５
）

今
後
の
課
題
の

一
つ
で
あ
る
。

〓
一　
読
者
を
惹
き
つ
け
る
工
夫

稿
者
は
旧
稿
に
お
い
て
、
三
８

「和
光

ノ
方
便

二
依
テ
愛
執

ヲ
離

ル

ヽ

事
」
（出
典
は

『
沙
石
集
し

に
見
え
る
和
歌
的
表
現
を
基
調
と
す
る
美
文
は
、

蓮
体
が

『太
平
記
』
の
美
文
を
利
用
し
て
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。

三
８
に
限
ら
ず
、
和
歌
的
な
修
辞
は
、
『
冥
応
集
』
の
特
色

の

一
つ
と

な

っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
五
９

「
金
剛
山
実
相
院
舜
海
僧
正
ノ
修
験
並
二
真

言

ノ
功
力
疫
神

ヲ
薩

フ
事
付
タ
リ
五
宮

ノ
御
室
及
ビ
地
蔵

ノ
霊
験

ノ
事
」
に

は
、

疲
病
ヲ
煩
フ
者
モ
、
〔光
明
真
言
加
持
の
〕
土
沙
ヲ
服
ス
レ
バ
、
宛

越
智
ノ
泰
澄
ノ
修
験
二
因
ミ
テ
、
①
心
二
移
り
行
ヨ
シ
ナ
シ
言
ヲ
、
ソ

コ
ハ
カ
ト
ナ
ク
石
間
寺
ノ
叡
効
、
児
ガ
嶽
ノ
雲
識
ガ
、
身
ヲ
捨
シ
ヨ
ソ

②
葛
木
ヤ
、
其
岩
橋
ノ
言
ズ
ト
モ
、
心
ノ
中

ハ
久
米
ノ
谷
水
ノ
流
レ
、

…
疫
神
退
散
ノ
物
語
マ
デ
ヲ
、
取
次
二
書
続
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
出
典
名
は
な
い
も
の
の
、
傍
線
部
①
は
明
ら
か

に

『徒
然
草
』
を
踏
ま
え
て
い
る
。
和
歌
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
が
、
古

典
作
品
を
利
用
し
、
か
つ

「
ソ
コ
ハ
カ
ト
ナ
ク
」
に
続
く

「石
間
寺
」
を
、

「言
う
」
と
の
掛
詞
に
し
て
い
る
点
で
、
和
歌
的
修
辞
に
連
な
る
と
い
え
よ

う

（そ
の
前
に
あ
る

「越
智
」
も
、
コ
病
が
〕
落
ち

（治
る
と

と
の
掛
詞
）。

傍
線
部
②
の
方
は
、
『林
葉
累
塵
集
」
（下
河
辺
長
流
編
　
寛
文
十
年

［‐６７０
］

刊
）
巻
第
十

一
。
恋
歌

一
の

「葛
城
や
そ
の
い
は
橋
の
い
は
ず
と
も
ふ
か
き

こ
こ
ろ
は
く
め
の
谷
水
」
（７６８
番

。
忍
恋
を
　
忠
頼
）
と
い
う
和
歌
に
極
め



て
近
い
。
久
米
の
岩
橋
伝
説
を
踏
ま
え
る
和
歌
は
珍
し
く
な
い
が
、
こ
こ
ま

で
重
な
る
も
の
は
管
見
の
限
り
見
出
せ
な
い
。

こ
れ
ら
の
箇
所
は
、
蓮
体
の
表
現
上
の
嗜
好
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

と
同
時
に
、
読
者
に
と

っ
て
は
、
心
地
よ
く
響
い
て
く
る
も
の
で
あ

っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。

『
冥
応
集
』
の
和
歌
的
修
辞
は
、
右
に
挙
げ
た
よ
う
な
、
あ
る
程
度
の
長

さ
を
持

つ
も
の
が
多
い
が
、
次
に
挙
げ
る
、
二
４

「泉
州
槙
尾
山
千
手
観
音

並

二
吉
祥
天
女
霊
異
ノ
事
」
の
如
き
例
も
あ
る
。

是
千
手

ノ
霊
験
定

テ
多
カ
ラ
ン
ト
、
寺
僧

二
尋
ネ
ケ
レ
ド
、
餘
醸
ノ

ト
し

Ｌ

Ｆ

Ｅ

ド

ー

ー

花
色
衣
ナ
リ
。

二
４
は
、
複
数
の
話
題
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
傍
線
部
は
、
そ
の
う
ち

の

一
つ
の
末
尾
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
『古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
九

・
雑
体

・

誹
諧
歌
の

「山
藤
バ
半
彎
里
へ
ぬ
し
や
た
れ
問
へ
ど
容
ぺ

ず
そ
去
弄
Ｆ
だ
ド
）

で
」
（‐０‐２
番

・
題
し
ら
ず
　
素
性
法
師
）
に
基
づ
い
て
い
る
と
指
摘
す
る
こ

と
は
た
や
す
い
。
む
し
ろ
こ
の
例
で
は
、
和
歌
の
一
部
を
提
示
し
て
、
言
わ

ん
と
す
る
と
こ
ろ
を
想
起
さ
せ
る
言
葉
遊
び
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し

た
い
。
話
の
末
尾
に
置
か
れ
た
謎
め
い
た
言
葉
に
よ
っ
て
、
読
者
は
い
っ
た

ん
立
ち
止
ま
り
、
そ
れ
を
解
く
楽
し
み
を
得
る
こ
と
に
な
る
と
い
え
よ
う
。

『古
今
和
歌
集
』
前
掲
歌
の
波
線
部
を
踏
ま
え
れ
ば
、
意
味
は

「
〔千
手
観
音

の
霊
験
を
寺
僧
に
尋
ね
た
が
〕
寺
僧
は
何
も
答
え
て
く
れ
な
か
っ
た
」
と
な

（‐７
）

Ｚ
り
。次

の
例
は
、
二
４
の

「附
タ
リ
」
、
コ
ロ祥
天
女
ノ
本
説
並
二
利
益
ノ
事
」

の
末
尾
で
あ
る
。

左

ハ
言
ド
近
年
ノ
米
ノ
貴

（
＝
高
）

二
叶

フ
ベ
キ
事
ナ
ラ
バ
、
彼
米
嚢

誰
モ
ホ
シ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
叶
ネ

ノヾ
■
シ
浮
世
ナ
レ
。
呵
呵
呵
。

当
該
箇
所
の
前
に
は
、
使

っ
て
も
中
身
が
減
ら
な
い
米
嚢
を
吉
祥
天
女
か

ら
得
た
江
諸
世

（出
典
は

『
元
亨
釈
書
』
巻
第
二
十
九
）
や
、
同
種
の
米
嚢

を
龍
宮
か
ら
得
た
俵
藤
太

（出
典
は

『
太
平
記
』
巻
第
十
五
）
の
説
話
が
記

さ
れ
て
い
る
。
「彼
米
嚢
」
は
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
。
『
冥
応
集
』
が
出
版
さ

れ
た
宝
永
頃
は
、
米
価
が
高
騰
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
締
め
く
く
り
に
こ

う
し
た
時
事
ネ
タ
を
折
り
込
み
、
冗
談
め
か
し
て
終
わ
る
こ
と
で
、
往
古
の

説
話
は
、
当
時
の
読
者
に
と

っ
て
身
近
な
も
の
と
な
る
と
い
え
る
。

な
お
、
波
線
部

「
叶
ネ
バ

コ
ソ
浮
世

ナ
レ
」
は
、
謡
曲

『安
宅
』
・
『
仏

原
』
、
仮
名
草
子

『
恨

の
介
』
（慶
長
十

四
年

［‐６０９
］
以
後
成
立
か
）
下
、

『
浮
世
物
端
』
（寛
文
五
年

［‐６６５
］
頃
刊
か
）
巻

一
「
浮
世
と
い
ふ
事
」
な
ど

に
も
見
え
、
人
口
に
謄
灸
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、

こ
の
フ
レ
ー
ズ
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
自
体
に
不
思
議
は
な
い
。
た
だ
、
『
浮

世
物
語
』
に

「
『
思
ふ
事
叶
は
ね
ば
こ
そ
浮
世
な
れ
』
と
い
ふ
歌
も
侍
べ
り
」

と
あ
る
こ
と
、
『
恨
の
介
』
に
お
い
て
美
文
調
の
中
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
箇
所
も
、
こ
れ
ま
で
に
触
れ
て
き
た
和
歌

的
修
辞
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
諸
例
に
、
読
者
を
惹
き

つ
け
る
た
め
の
蓮
体
の
工
夫
を
認
め
て
よ

い
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
こ
れ
ら
は
、
蓮
体
の
説
法
の
実
態
が
反
映
さ
れ
た
箇

所
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



四
　
蓮
体
の
取
材
源

『
冥
応
集
』

一
１
に
は
、
「援
引
書
目
」
と
し
て
次
の
三
十
三
種
の
作
品
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

類
衆
国
史
、
日
本
霊
異
記
、
元
亨
釈
書
、
日
本
往
生
極
楽
記
、
都
率
上

生
録
、
和
論
語
、
古
今
著
聞
集
、
宝
物
集
、
今
昔
物
語
、
撰
集
抄
、
沙

石
集
、
宇
治
拾
遺
物
語
、
前
太
平
記
、
保
元
平
治
物
語
、
源
平
盛
衰
記
、

北
条
九
代
記
、
太
平
記
、
長
明
発
心
集
、
長
谷
寺
霊
験
記
、
異
国
襲
来

記
、
観
音
霊
験
記
、
観
音
新
験
録
、
七
観
音
鼓
吹
、
地
蔵
霊
験
記
、
地

蔵
利
生
記
、
地
蔵
利
益
集
、
古
事
因
縁
集
、
因
果
物
語
、
通
念
集
、
為

愚
凝
物
語
、
鎌
倉
志
、
泉
州
志
、
四
国
辺
路
道
指
南

三
十
三
は
、
「
観
音
の
三
十
三
身
」
の
如
く
、
観
音
に
ち
な
む
数
字

で
あ

り
、
利
用
さ
れ
た
作
品
の
実
数
で
は
な
い
。
蓮
体
も
、
右
の
列
挙
に
続
き
、

「此
外
諸
寺
諸
山

ノ
縁
起
旧
記
等

ハ
別

二
挙
ズ
」
と
断

っ
て
お
り
、
実
際
に

利
用
さ
れ
た
文
献
は
、
さ
ら
に
多
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

例
え
ば

『
明
恵
上
人
伝
記
』
は
、
「
援
引
書
目
」
に
見
え
な
い
が
、
六
４７

「
栂
尾
ノ
明
慧
上
人
ノ
事
」
に
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、
コ
出
家
の

人
は
〕
和
書

ニ
ハ
明
慧
伝
ヲ
バ
必
ズ
見
ル
ベ
シ
」
と
い
う
評
価
も
見
え
る
。

『
壌
嚢
妙
』
公
一４

●
泉
州
槙
尾
山
千
手
観
音
並

二
吉
祥
天
女
霊
異
ノ
事
）
、

『雄
州
府
志
』
Ｔ
一５

●
京
都
感
応
寺
ノ
観
音
ノ
事
）
な
ど
も
、
本
文
に
書
名

が
記
さ
れ
て
お
り
、
利
用
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
他
、
前
節
の
五
９
で
の
例

翁
徒
然
草
』
『
林
葉
累
塵
集
し

と
同
様
、
本
文
に
も

「援
引
書
目
」
に
も
書

名
は
な
い
が
利
用
さ
れ
て
い
る
と
お
ぼ
し
い
作
品
も
あ
る
。

さ
て
、
『
冥
応
集
』
が
用
い
た
古
代

。
中
世
の
作
品
中
、
ひ
と
き
わ
目
立

つ
の
は

『
元
亨
釈
書
』
で
あ
る
。
同
文
的

一
致
が
認
め
ら
れ
る
説
話
も
、
相

当
数

に
の
ぼ
る

（例
え
ば
、
三
５

「京
都
感
応
寺

ノ
観
音

ノ
事
」
、
六
２６

「
源
尊
法
師
冥
土

ニ
シ
テ
観
音
ノ
引
摂

二
預
ル
事
」
な
ど
）
。

蓮
体
は
、
二
１６

「
祈
親
和
尚
観
音

ノ
告

二
依
テ
高
野
山

ヲ
再
興
シ
玉

フ

事
」
に
、

金
剛
峯
寺
ノ
再
興

ハ
、
実

二
祈
親

（
＝
持
経
上
人
）
ノ
カ
ナ
リ
ト
イ

ヘ

リ
。
サ
レ
バ
釈
書

ニ
モ
祈
親
ノ
伝
ヲ
バ
感
進

ニ
モ
入
ズ
、
檀
興
ノ
科

ニ

入
ラ
レ
タ
リ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
『
元
亨
釈
書
』
の
編
集
姿
勢
に
強
い
信
頼
感
を
持

っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
五
１９

「
播
州
清
水
寺
千
手
観
音
ノ
事
」
の
、

釈
書
ノ
二
十
八

二
犬
寺
ト
ア
リ
テ
、
清
水
寺
ト
ハ
言
ズ
。
何
ノ
時

ヨ
リ

カ
、
清
水
寺
卜
号
セ
ル
ヤ
ラ
ン
不
審
ナ
リ
。

の
よ
う
に
、
現
状

（寺
名

「
清
水
寺
し

が

『
元
亨
釈
書
』
（寺
名

「犬
寺
し

と

一
致
し
て
い
な
い
場
合
、
現
状
を
認
め
な
が
ら
も

（説
話
題
目
に

「清
水

寺
し
、
『
元
亨
釈
書
』
に
触
れ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
な
い
。
『
元
亨
釈
書
』
は
、

蓮
体
が
常
に
意
識
す
る
、　
一
つ
の
基
準
で
あ

っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
無
批
判
に

『
元
亨
釈
書
』
を
受
け
入
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

こ
と
も
う
か
が
え
る
。
三
２５

「
丹
後
成
相
寺
千
手
観
音
、
並

二
殺
生
肉
食

ヲ

戒
ル
ノ
事
」
で
は
、
説
話
の
舞
台
に
関
し
て
、

〔成
相
寺
は
〕
康
頼
ノ
宝
物
集

二
丹
後
ト
イ

ヘ
リ
。
釈
書

ニ
ハ
周
防

ノ



三
井
寺
ト
イ
ヘ
リ
。
蓋
シ
似
タ
ル
事
二
処

ニ
ア
リ
ケ
ル
ヤ
ラ
ン
覚
東
ナ

シ

。

と
、
他
書
と
比
較
し
、
不
審
な
点

へ
の
私
見
を
述
べ
て
い
る
。
先
ほ
ど
も
触

れ
た
六
４７
の
明
恵
説
話
に
お
い
て
も
、
「
釈
書
ノ
伝

ハ
最
略
ナ
リ
。
別
伝
記

三
巻

二
詳
ナ
リ
」
と
、
や
は
り
他
書
と
の
比
較
を
行

っ
て
い
る
。
『
元
亨
釈

圭
こ

は
、
『
冥
応
集
』
の
出
典
と
し
て
看
過
で
き
な
い
だ
け
に
、
利
用
の
様

相
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
分
析
を
積
み
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

次
に
、
近
世
成
立
の
依
拠
資
料
と
し
て
、
二
つ
の
例
を
挙
げ
る
。　
一
つ
は

『
観
音
新
験
録
』
（月
渾
道
澄
　
一九
禄
九
年

［‐６９６
］
刊
。
以
下

『
新
験
録
し
、

一
つ
は
、
『
四
国
偏
礼
功
徳
記
』
（真
念
　
一死
禄
三
年

［‐６９０
］
刊
。
以
下

『
功

徳
記
り

で
あ
る
。

『新
験
録
』
は
、
「援
引
書
目
」
の
中
に
見
え
る
。
蓮
体
が
確
実
に
参
照
し

て
い
た
作
品
で
あ
る
。
『
冥
応
集
』
に
、
こ
の

『新
験
録
』
か
ら
の
採
録
話

が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
が
あ
る
。
今
回
、
改
め
て
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
『
新
験
録
』
の
全
四
十
七
話
中
、
三
十
八
話
が

『
冥
応
集
』
と

類
話
関
係
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は
、
『
新
験
録
』
で

「
附
属
」

と
な

っ
て
い
る
最
後
の
九
話
分
を
除
く
す
べ
て
で
あ
る
。
両
作
品
の
比
較
な

ど
、
考
察
を
進
め
る
べ
き
点
は
多
い
が
、
『
冥
応
集
』
に
と

っ
て

『新
験
録
』

が
重
要
な
種
本
で
あ

っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

一
方
、
『功
徳
記
』
の
名
は
、
「援
引
書
目
」
に
も
本
文
に
も
見
え
な
い
。

し
か
し
、
五
８

「石
間
寺

ノ
叡
効
捨
身
並
二
弘
法
大
師
雲
識
力
捨
身

ヲ
救
玉

フ
事
及
ビ
清
水
ノ
舞
台

ヨ
リ
捨
身
セ
ル
人
ノ
事
」
に
お
け
る
、
「
僧
雲
識
が
、

延
宝
九
年

（
‐６８‐
）
に
、
讃
岐
の
出
釈
迦
岳
か
ら
捨
身
を
す
る
と
、
黄
衣
の
僧

（弘
法
大
師
と
さ
れ
る
）
が
現
れ
雲
識
を
救

っ
た
」
と
同
内
容

の
説
話
が
、

『功
徳
記
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
冥
応
集
』
で
は
、
説
話
の
冒
頭
は
、

又
延
宝
ノ
初

二
、
備
後
ノ
国
安
名
ノ
郡
曾
禰
原
村
宝
泉
寺
ノ
弟
子
、
雲

識
卜
云
僧
年
十
八
歳
ナ
リ
シ
ガ
、
心
少
シ
ソ
ヾ
ロ
ニ
テ
定

レ
ル
事
ナ
シ
。

然

レ
ド
モ
深
ク
弘
法
大
師

ヲ
信
ジ
奉
リ
ケ
レ
バ
、

と
な

っ
て
い
る
。
『
功
徳
記
』
の
当
該
部
分
は
、

備
後
国
安
名
郡
曽
祢
原
村
宝
泉
寺
の
弟
子
雲
識
と
い
ふ
僧
、
年
十
八
に

な
り
し
が
心
す
こ
し
す
ゞ
ろ
に
て
さ
だ
ま
れ
る
事
な
し
。
し
か
れ
ど
も

大
師
を
深
く
信
じ
け
る
。

で
あ
る
。
小
異
は
あ
る
が
、
書
承
関
係
を
想
定
で
き
る
ほ
ど
酷
似
し
て
い
る
。

こ
れ
以
降
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容

。
表
現
で
あ
る
。
『
功
徳
記
』
は
、
『
冥
応
集
』

の
出
典
と
認
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に

『
冥
応
集
』
に
は
、
古
今
の
多
彩
な
文
献
資
料
が
用
い
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
の
点
と
と
も
に
、
蓮
体
自
身
に
よ
る
各
地
の
見
聞
諄
が
豊
富

な
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
地
元
河
内
は
も
と
よ
り
、
中
国
、
四
国
、

江
戸
等
で
の
見
聞
諄
は
、
近
世
仏
教
説
話
研
究
に
と

っ
て
大
き
な
鉱
脈
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

蓮
体
は
、
庶
民
教
化
の
た
め
各
地
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
見
聞
諄

収
集
の

一
つ
の
契
機
に
な

っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
根
元
に
は
、
蓮
体
の
叔

父
に
し
て
師
で
あ
り
、
「近
世
に
お
け
る
真
言
教
法
の
再
興
者
」
と
さ
れ
る

浄
厳

（寛
永
十
六
～
元
禄
十
五
年

。
‐６３９
～

‐７０２
）
の
存
在
を
考
え
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
。

蓮
体
編

『浄
厳
大
和
尚
行
状
記
』
（元
禄
十
五
年
成
立
。
上
下
三
巻
。
以



下

『
行
状
記
し

巻
上

。
延
宝
五
年

（
‐６７７
）
九
月
二
十
九
日
条
に
は
、
浄
厳

の
化
導
や
霊
験
を
記
録
す
る
よ
う
、
蓮
体
が
父
玄
沢
か
ら
言
わ
れ
た
と
記
さ

れ
て
い
る
。
果
た
し
て
、
蓮
体
が
集
め
た
浄
厳

の
霊
験

の
い
く

つ
か
は
、

『
冥
応
集
』
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る

（例
え
ば
、
『
浄
厳
大
和
尚
霊
徳

記
』
「和
尚
筆
跡

ノ
員
字
不
思
議

ノ
事
」
は
、
『
冥
応
集
』
四
３０
の
出
典
）
。

ま
た
、
『
行
状
記
』
巻
上

。
延
宝
六
年
二
月
二
十
六
日
条
か
ら
は
、
浄
厳
の

四
国

へ
の
布
教
の
旅
に
、
蓮
体
が
随
従
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
四
国
を

舞
台
と
す
る
説
話
の
い
く

つ
か
は
、
そ
の
時
に
入
手
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

『
冥
応
集
』
の
見
聞
謂
は
、
師
浄
厳
の
存
在
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
蓮
体
の

（
２４
）

許
に
集
ま

っ
て
き
た
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
見
聞
請
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
雲
識
の
説
話

（五
８
）
が
注

意
さ
れ
る
。
『
冥
応
集
』
で
は
、
当
該
説
話
の
末
尾
近
く
に
、
「
予
其
年
讃
州

高
松

二
住
シ
テ
、
明

二
寺
僧
ノ
説
ヲ
聞
り
」
と
、
見
聞
諄
で
あ
る
旨
が
記
さ

れ
て
い
る
。
も

っ
と
も
、
先
述
し
た
よ
う
に
当
該
説
話
は

『
功
徳
記
』
を
踏

ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
蓮
体
は
、
高
松
で
実
際
に
こ
の
話

を
聞
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
数
年
後
、
か

つ
て
聞
い
た
話
に
書
物
を
通
じ
て

再
会
し
、
そ
れ
を

『
冥
応
集
』
に
引
用
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
。

こ
の
例
は
、
見
聞
諄
と
し
て
記
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
の
説
話
を
見
聞
諄
の
直

接
的
な
記
載
と
判
断
す
る
こ
と
に
、
慎
重
な
態
度
を
迫
る
も
の
で
あ
る
。
同

時
に
、
蓮
体
が
文
献
資
料
と
見
聞
諄
を
縦
横
に
駆
使
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
、

象
徴
的
な
例
と
も
い
え
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
『
冥
応
集
』
に
つ
い
て
、
そ
の
性
格
と
研
究
に
お
け
る
課
題
と
を

提
示
し
て
み
た
。
今
後
は
、
本
稿
で
提
示
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
個
々
の
説

話
に
つ
い
て
分
析
を
深
め
、
そ
の
上
で

『
冥
応
集
』
と
い
う
作
品
を
総
体
と

し
て
捉
え
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

注（１
）

『国
書
総
目
録
』
第
二
巻

（補
訂
版
　
平
成
元
　
岩
波
書
店
）
に

『観
音

冥
応
集
』
。
『観
自
在
菩
薩
冥
応
集
』
と
し
て
挙
が
る
。
前
者

「―
み
ょ
う
お

う
し
ゅ
う
」、
後
者

「―
め
い
お
う
し
ゅ
う
」。
原
本
の
振
り
仮
名
に
従
え
ば
、

「
み
ょ
う
お
う
し
ゅ
う
」
と
読
む
べ
き
だ
ろ
う
。
現
時
点
で
確
認
で
き
る

『冥
応
集
』
の
所
在
は
以
下
の
通
り
。
大
谷
大
、
京
大
、
種
智
院
大
、
高
野

山
宝
城
院
、
旧
三
井
、
吉
田
幸

一
氏
、
地
蔵
寺
、
信
多
純

一
氏
、
東
海
女
子

短
大
関
山
、
宮
城
教
育
大
、
鹿
沼
大
欅

（三
好
龍
肝
氏

『真
言
密
教
霊
雲
寺

派
関
係
文
献
解
題
』
［昭
和
５‐
　
国
書
刊
行
会
］
・
『国
書
総
目
録
』
第
二

巻

・
『古
典
籍
総
合
目
録
』
第

一
巻

［平
成
２
　
山石
波
書
店
］
に
よ
る
）、
延

命
寺

（同
寺
宝
物
館
の
展
示
に
て
確
認
）。

な
お

『国
書
総
目
録
』
に
は
、
『観
自
在
菩
薩
冥
応
集
続
』
が
宝
永
年
間

刊

・
地
蔵
寺
蔵
と
し
て
挙
が
る

（同
寺
は
蓮
体
入
寂
の
地
）。
『冥
応
集
』
関

係
で
現
在
同
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
の
は
、
『
冥
応
集
』
巻
三
後
半
、
巻
四
後
半

（巻
四
末
）、
巻
五
前
半

（巻
五
本
）
の
三
冊
で
あ
る

（後
二
者
に
は

「観
音

冥
応
後
集
」
の
題
察
）。
「―
続
」
の
名
称
は
、
行
武
善
胤
氏

『霊
雲
叢
書
解

題
』
（大
正
５
　
丙
午
出
版
社
）
に
基
づ
く
か
。
ま
た

『国
書
総
目
録
』
に

は
、
蓮
体
の
著
作
と
し
て

「観
音
新
験
録
冥
応
集
」
が
挙
が
る
。
『国
書
総

目
録
』
が
基
に
し
た

『享
保
書
籍
目
録
』
舎
子
保
十
四
年

［‐７２９
］
刊
）
で
は
、



「観
音
新
験
録
」
「同
冥
応
集
」
「同
西
国
霊
場
記
」
「同
霊
験
真
抄
」
の
順
で

並
ぶ
。
二
番
目
は
厚
誉

『
西
国
二
十
三
所
観
音
霊
場
記
』
舎
子
保
十

一
年
刊
）、

四
番
目
は
松
誉

『観
音
霊
験
記
真
抄
』
（宝
永
二
年

［‐７０５
］
刊
）
の
こ
と
で

あ
る
。
「同
冥
応
集
」
の

「同
」
も
、
「観
音
」
と
見
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

「観
音
新
験
録
冥
応
集
」
は
存
在
し
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

（２
）

各
巻
三
分
冊
。
巻
四
～
六
は
、
各
巻
冒
頭
の
目
録
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

「本
」
「末
」
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
「本
」
は

一
分
冊
目
、
「末
」
は
三
分
冊

目
に
対
応
す
る
。

（３
）

『
冥
応
集
』
や
蓮
体
に
つ
い
て
の
主
な
先
行
研
究
は
、
山
崎

「『観
音
冥
応

集
』
出
典
考
―
巻
第
二
８
話
を
例
と
し
て
―
」
∩
詞
林
」
４‐
　
平
成
１９

・

４
）
に
掲
出
し
た
が
、
上
田
霊
城
氏

「近
世
仏
教
の
庶
民
教
化
―
仏
教
説
話

―
」
令
密
教
文
化
」
１０２
　
昭
和
４８

・
３
）、
堤
邦
彦
氏

「教
化
―
近
世
唱
導

の
流
れ
―
」
（講
座
元
禄
の
文
学
１

『元
禄
文
学
の
流
れ
』
平
成
４
　
勉
誠

社
）
を
補
訂
す
る
。
近
時
の
も
の
に
、
池
上
洵

一
氏

「勝
尾
寺
百
済
王
后
説

話
の
構
造
と
伝
流
―
対
外
霊
験
諄
研
究
の
一
環
と
し
て
―
」
令
同
志
社
女
子

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
」
７
　
平
成
１９

。
３
）、
松
本
昭
彦
氏

「『観

音
冥
応
集
』
の
中
国
故
事

・
説
話
」
令
二
重
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
」
５８

（人
文
科
学
）

平
成
１９

・
３
）、
中
川
真
弓
氏

「『観
音
冥
応
集
』
と
宝
泉
寺

縁
起
―
蓮
体
の
備
中
に
お
け
る
書
写
活
動
を
め
ぐ
っ
て
―
」
∩
詞
林
」
４‐

平
成
１９

。
４
）
な
ど
が
あ
る
。

（４
）

注
３
上
田
氏
論
考
に
は
、
妙
憧
浄
慧

『仏
神
感
応
録
』
（宝
永
七
、
八
年

刊
）
な
ど
、
『冥
応
集
』
の
早
い
時
期
の
受
容
例
が
挙
が
る
。
稿
者
が
見
出

し
た
も
の
で
は
、
『コ
掴
珈
耐
普
陀
洛
伝
記
』
曾
曰
阿
法
談

・
了
随
説
法

・
夢
斎

聞
書
　
寛
延
二
年

［‐７４９
］
成
立
）
巻
五

「出
雲
坊
観
世
音
の
利
生
を
蒙
る

事
」
に

「観
音
妙
応
集

（
＝
冥
応
集
）
に
右
安
元
と
同
じ
様
な
る
事
有
り
」、

『播
州
御
嶽
山
清
水
寺
縁
起
』
（宝
暦
三
年

［‐７５３
］
の
書
写
識
語
。
天
川
友
親

編

『播
陽
万
宝
智
恵
袋
』
［宝
暦
十
年
成
立
］
巻
十
所
収
）
に

「霊
験
記
及

冥
応
集
等
ニ
ハ
…
」
と
、
『冥
応
集
』
へ
の
言
及
が
あ
る
。

（５
）

神
戸
説
話
研
究
会
編

。
和
泉
書
院
刊
。
本
文
の
引
用
は
同
書
に
よ
る

（引

用
に
際
し
振
り
仮
名
は
省
い
た
が
、　
一
部
残
し
た
箇
所
が
あ
る
）。
同
書
の

底
本
は
同
志
社
女
子
大
学
蔵
本
で
、
書
誌
的
情
報
は

『宝
永
版
本

観
音
冥

応
集
』
の

「
凡
例
」
参
照
。

（６
）

中
原
香
苗
氏
と
の
共
著
。
蓮
体
の
生
涯

・
著
作
に
つ
い
て
は
中
原
氏
、

『冥
応
集
』
所
収
説
話
に
つ
い
て
は
山
崎
が
執
筆
。

（７
）

巻

一
刊
記
に
挙
が
る
書
撃
は
小
嶋
勘
右
衛
門

・
毛
利
田
庄
太
郎
、
巻
六
刊

記
で
は
前
二
者
に
柏
原
清
右
衛
門
が
加
わ
る
。
蓮
体
と
書
辞
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
西
島
孜
哉
氏

「出
版
禁
令
と
書
難

・
作
者
―

『破
石
集
』
を
題
材
と

し
て
―
」
翁
鳴
尾
説
林
」
４
　
平
成
８

・
９
）、
羽
生
紀
子
氏

「大
坂
出
版

界
の
具
体
相
―
西
鶴
の
周
辺
―
」
翁
西
鶴
と
出
版
メ
デ
ィ
ァ
の
研
究
』
第
二

〓早
　
平
成
１２
　
和
泉
書
院
）
参
照
。

（８
）

さ
ら
に
光
明
真
言

・
宝
筐
印
陀
羅
尼
信
仰
が
加
わ
る
。
上
田
霊
城
氏

「近

世
真
言
宗
の
庶
民
教
化
―
来
世
信
仰
―
」
翁
密
教
文
化
」
９９
　
昭
和
４７

・

６
）
参
照
。

（９
）

同
時
代
の
例
に
は
、
必
夢

『延
命
地
蔵
菩
薩

ノ
直
談
妙
』
（元
禄
十
年

［‐６９７
］

刊
）
巻
十
第
２２
話

「地
蔵
如
意
輪
観
音

一
然
分
身
述
」
が
あ
る

（『破
石
集
』

と

『延
命
地
蔵
菩
薩
直
談
妙
』
は
同
文
。
影
響
関
係
あ
る
か
）。
古
い
例
で

は
、
『漢
嵐
拾
葉
集
』
巻
第
百
五

「慈
恵
大
師
二
童
子
事
」
の

「地
蔵
如
意

輪

一
身
体
也
」
（大
正
蔵
七
六
８５４
中
）
が
あ
る
。

（１０
）

西
田
耕
三
氏

「近
世
説
話
集
１０
の
解
説
」
翁
国
文
学
』
４９
‐
５
　
平
成

‐６

・
４
）
で
は
、
後
述
す
る
巻
六
末
尾
の
文
言
を
踏
ま
え
、
長
谷
寺
用
の
二

巻
分
取
り
や
め
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

（１１
）

た
だ
し
、
現
行
の

『冥
応
集
』
に
は
、
長
谷
寺
説
話
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（‐２
）

『破
石
集
』
の

「叙
」
の
後
に
は
、
「地
蔵
菩
薩
女
人
ノ
横
死
ヲ
救
ヒ
玉
フ

事
」
と
い
う
説
話
が
く
る
。
地
蔵
に
つ
い
て
の
概
説

（「地
蔵
菩
薩
梵
号
ノ

秘
釈
附
タ
リ
勝
軍
地
蔵
ノ
事
」
「地
蔵
菩
薩
四
重
秘
釈
ノ
事
し

は
、
最
終
巻

（巻
六

末
）
末
尾
に
あ
る
。
『破
石
集
』
の
配
列
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る



が
、
単
純
に
比
較
す
る
と
、
概
論
か
ら
具
体
例
に
入
っ
て
い
く

『
冥
応
集
』

の
構
成
の
方
が
整
理
さ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
な
お

『破
石
集
』
に
つ

い
て
は
、
塚
田
晃
信
氏

「蓮
体
の
破
石
集
―
近
世
唱
導
説
話
の
一
光
亡
―
」

（東
洋
大
学

「文
学
論
藻
」
５２
　
昭
和
５２

・
‐２
）
が
、
「統

一
さ
れ
た
構
成

。

一
貫
し
た
テ
ー
マ
に
よ
る
説
話
集
を
編
纂
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
明
確
に
存

し
た
か
疑
わ
し
い
」
と
し
つ
つ
、
「各
説
話
を
連
結
す
る
連
鎖
的
素
材
が
配

置
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
塚
田
氏
の
後
者
の
指
摘
は
、
『
冥
応
集
』

の
説
話
配
列

（後
述
）
と
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

（‐３
）

四
１１
に
お
け
る

「大
蛇
」
は
、
四
７
～
１０
の

「嫉
妬
」
と
繋
が
る
要
素
と

も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
現
在

『
冥
応
集
』
を
輪
読
し
て
い
る
神
戸
説

話
研
究
会
に
お
い
て
も
議
論
さ
れ
た
。

（‐４
）

四
１２
と
四
１３
に
、
明
確
な
繋
が
り
は
見
出
せ
て
い
な
い
。
た
だ
し
四
１１
と

四
１３
に
は
、
「中
山
寺
」
の
み
な
ら
ず

「殺
業

へ
の
反
省
」
（点
線
四
角
囲

み
）
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
四
１２
は
、
巻
頭
の
目
録
で
は
題
目
の
初
め
に

「附
タ
リ
」
と
あ
り
、
四
１１
の
付
属
説
話
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
る
。
こ
の

点
か
ら
、
四
１３
は
四
ｎ
に
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（‐５
）

『宝
永
版
本

観
音
冥
応
集
』
に
は
、
柴
田
芳
成

。
橋
本
正
俊
両
氏
作
成
の

説
話
目
録
が
収
録
さ
れ
、
説
話
の
繋
が
り
や
流
れ
が
把
握
で
き
る
。
今
後
の

大
き
な
指
標
と
な
る
だ
ろ
う
。

（‐６
）

注
３
山
崎
論
考
。

（‐７
）

松
誉

『朝
掴
輔
鵬
観
音
霊
験
記
』
（貞
享
四
年

［‐６８７
］
刊
）
に
も
、
コ
洛
陽

三
十
二
番

・
天
王
寺
の
〕
当
時
の
縁
起
は
山
吹
の
は
な
色
衣
な
り
」
と
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
表
現
は
、
先
行
作
品
に
す
で
に
見
え
る
も
の
で
は
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
蓮
体
の
表
現
上
の
嗜
好
を
示
す

一
例
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り

は

な

い
。

（‐８
）

『西
鶴
事
典
』
（平
成
８
　
お
う
ふ
う
）
４‐８
～
４‐９
頁
参
照
。

（‐９
）

小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集

『仮
名
草
子
集
／
浮
世
草
子
集
』
（昭
和
４６
）

の

『浮
世
物
語
』
巻
第

一
第
１
話

・
頭
注
六

（１４８
頁
）
参
照
。

（２０
）

堤
邦
彦
氏

「勧
化
本
概
説
」
「
近
世
仏
教
説
話
の
研
究
』
平
成
８
　
翰
林

書
房
）
で
は
三
１９
、
叢
書
江
戸
文
庫

『仏
教
説
話
集
成

［
〓
』
（平
成
２

国
書
刊
行
会
）
西
田
耕
三
氏
解
題
で
は
四
２２
、
注
１０
西
田
氏
解
説
で
は
六
４２

が
、
『観
音
新
験
録
』
と
の
重
な
り
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（２‐
）

『
冥
応
集
』
に
見
聞
諄
が
多
い
こ
と
は
、
注
２０
堤
氏
論
考
で
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

（２２
）

上
田
霊
城
氏

「真
言
密
教
史
上
に
お
け
る
浄
厳
の
位
置
」
（
浄
厳
和
尚
伝

記
史
料
集
』
昭
和
５４
　
名
著
出
版
）。

（２３
）

『浄
厳
大
和
尚
霊
徳
記
』
は
、
『行
状
記
』
下
巻
後
半
を
構
成
す
る
諸
編
の

一
つ
。
全
十
二
話
。
注
２２
上
田
氏

『浄
厳
和
尚
伝
記
史
料
集
』
の

「伝
記
解

題
」
参
照
。

（２４
）

『冥
応
集
』
と
浄
厳

・
蓮
体
に
つ
い
て
は
、
横
田
隆
志
氏

「浄
厳
と
蓮
体

―

『観
音
冥
応
集
』
所
収
延
命
寺
説
話
と
そ
の
背
景
―
」
（仏
教
文
学
会
本

部
例
会
発
表
資
料
　
平
成
１８

・
‐２

・
９
　
於
大
阪
府
立
大
学
）
が
あ
る
。

［付
記
］
地
蔵
寺
蔵
書
に
つ
い
て
貴
重
な
御
教
示
を
賜
っ
た
信
多
純

一
先
生
、
地

蔵
寺
蔵
書
閲
覧
に
際
し
御
高
配
を
賜
っ
た
同
寺
御
住
職
堀
智
真
師
に
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
稿
は
、
神
戸
説
話
研
究
会
で
の
輪
読
の
成
果
を

取
り
入
れ
て
い
る
。
ま
た
本
稿
は
、
仏
教
文
学
会
本
部
例
会

（平
成
１８

・

‐２

・
９
　
於
大
阪
府
立
大
学
）
の

「小
特
集

『観
音
冥
応
集
ヒ

に
お
い
て
、

総
論
部
分
を
担
当
し
た
発
表

「『観
音
冥
応
集
』
の
世
界
」
を
骨
子
と
し
て

い
る
。
神
戸
説
話
研
究
会
会
員
諸
氏
、
発
表
時
に
御
意
見

・
御
質
問
を
賜
っ

た
方
々
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
『
冥
応
集
』
の
引
用
文
に
は
、
現
代
の
人
権
意
識
か
ら
見
て
不
適

切
な
語
句
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
本
作
品
の
歴
史
的
資
料
と
し
て
の
価
値
を

鑑
み
、
原
文
の
ま
ま
掲
出
し
た
。

―
本
学
招
聘
研
究
員

。
大
阪
工
業
大
学
非
常
勤
講
師
―


